
令和８年度 北海道大学医学部医学科入学式告辞 

 

新入生の皆さん、北海道大学医学部医学科への入学おめでとうございます。そして、ご

家族の皆さま、この度は誠におめでとうございます。医学部教職員一同を代表してご挨拶

申し上げます。 

 

北海道大学の前身は 1876 年に開校した札幌農学校に遡りますが、北海道大学医学部は、

1919年に北海道大学帝国大学医学部として設置され、今年で創立 108年目を迎える我が国

屈指の歴史と伝統を誇る医学部です。既に一万人を超える卒業生が巣立ち、現在約 6500名

の同窓生が日本はもとより世界各地で活躍しています。新入生皆さんは医学部医学科第 108

期生として、医学を学び、6年後には社会に巣立つことになります。皆さんには、学生時代

に勉学以外のこと、人としてどのように有るべきか、十分に自らを耕して、卒後「医学・

医療」に貢献できるように修練を積んでください。 

 

北海道大学医学部医学科は単に医師の養成を目的にしているわけではありません。医師

としての優れた基礎知識と臨床能力を身につけることは当然ですが、探究心、研究に対す

る興味、能力を養ってください。研究力を通じて指導的な医師・医学研究者を目指しても

らいたいと思います。医師として、未来の医学・医療の発展に貢献することは、皆さんが

国民から期待されている使命でもあります。現在、世界でも最高レベルにある日本の医療

体制は、時代を超えてこの使命を果たしてこられた多くの先輩の努力の結晶であります。

皆さんは、ここにいらっしゃる教授陣、多くの先輩に指導を受け、技術的にも人間的にも

立派な医師や医学者になるべく精進してください。 

 

皆さんが有意義な学生時代を過ごすために 3つのアドバイスを送ります。 

まず、第一に、学生時代に、物事に対する探究心を養ってください。それが研究する力、

リサーチマインドに繋がります。医学が対象とする「人」は純粋な、物理学、数学、化学

を用いても記述することができない複雑系です。人、疾患のしくみを解明するためには、

多くの学問の基礎が必要です。北海道大学は総合大学です。2011年には鈴木章先生が、2021

年にはベンジャミン・リスト先生がノーベル化学賞を受賞されています。皆さんも医学以

外の学問にも興味を持ち、医学部以外の友人、先生とも積極的に交流してください。自然

科学ばかりではなく人文・社会科学を含む幅広い学問を習得するなかで、探求する心を養

ってください。 

 

2 番目は、「人のこころ」が理解できるように自らの精神を耕してください。他人に対す

る温かい思いやりの心、病める人たちを包容できる豊かな人間性そして博愛の精神を培っ

てください。そのためには、医師自らも精神がタフでなければなりません。多くの友人と



交流して、文学、歴史、芸術など多様な分野の講義を聴き、書物に触れ、知識を深めて自

らの中に豊かな人間性を形成してください。 

 

第 3 に、国際性を身につけてください。グローバル化した現在において、医学研究や医

療政策においても国際標準や国際協働は必須です。医学部医学科の教育目標の 1 つは、地

球規模で活躍できる人材の育成です。英語を中心とする語学力を身につけ、医学の専門性

と幅広い教養をもち、多様な国の文化や慣習等を理解し、諸外国の学生・医師と交流でき

るように研鑽を積んでください。現在、大学発ベンチャーや学生の企業も推奨されていま

すが、本学 3 期の御手洗毅先生は産婦人科医師でありながら写真の技術に精通し、世界的

企業キャノンを創業されました。皆さんの中からも近い将来、世界企業の創業者が生まれ

ることを期待しています。 

 

現在、サイエンスの解析技術、AI・ITC の技術の進歩は目覚ましく医学研究・医療の中

にも急速に導入されています。医療の最前線でも科学技術の進歩と共に診断法・治療薬・

治療法が急速に変化しています。学生の皆さんは、目先の先端技術・AI 技法などに惑わさ

れることなく、その原理を理解できるような基礎を学び、医師になった際にはそれらを使

いこなし、未来を見通せるような医学研究者・医師になれるような素地を学生時代に自ら

の中に培って下さい。アイザックニュートンの言葉、「stands on the shoulder of the giant」

を贈ります。「巨人の肩の上に立って未来を見渡す」という意味です、巨人とは自らの中に

積み重ねてきた学問のことです。皆さんも学問を積み重ねて、その上に立ちさらなる高み

を目指してください。 

 

北海道大学の基本理念に「全人教育」があります。全人とは、知識・感情・意志の調和

のとれた人のことです。札幌農学校の初代教頭ウイリアム・スミス・クラーク博士は、「Be 

gentle」の一言を校則としました。それにより、学生たちの自立心と独立心、倫理感覚を目

覚めさせ、人間としての全人教育を遂行しました。学生皆さんは、「全人」となるべく、医

学部生として相応しいプライドを有しつつも、誠実で謙虚な精神を忘れないようにしてく

ださい。 

 

多くの偉大な先輩が育ったこの広大なキャンパスで大きな夢と理想を抱き、絶え間ない

努力により自らの能力を最大限に発揮してください。皆さんが 108 期生として揃って卒業

し、全国・全世界で活躍し、信頼される医師・医学研究者として巣立つことを祈念します。 

 

令和８年４月 6日 

北海道大学医学部長 田中 伸哉 

 


